




















































の約 3660万人から 2003年には約 7000万人と大幅に上昇した。また、交通手段別の分担














2006年 4月に開業した富山ライトレールの利用者数は、半年で 100万人、約 1年後に
は 200万人を突破し、2010年末までに延べ 770万人が利用した。JR富山港線時代と比較






































東京 37,126,000 8,547 4,300
ニューヨーク 20,464,000 11,642 1,800
パリ 10,755,000 2,844 3,800
ロンドン 8,586,000 1,623 5,300
表 2─2　地下鉄のインフラ状況
東京 ロンドン パリ ニューヨーク
a. 路線距離
（km）
304.1 408 201.8 374
路線数 13 12 16 27
駅数 285 270 300 468









2分 1分 35秒 2分
車両数 3759 4070 3561 6183
輸送人員密度
（b/a）

































































































































図３－１ 鉄道需要/自動車保有台数の変化率（ΔB）  
  
  
３．２ 大都市交通センサスの分析   
 次に東京都以外の都市においても、（3.2）式に基づいてモーダルシフトの状況と要因を
分析する。用いたデータは、第 10 回（2005 年）と第 11 回（2010 年）の国土交通省大都
市交通センサスである。大都市交通センサスは 5 年ごとに首都圏、中京、近畿エリアの大
都市における交通利用状況を調査している。センサスの対象範囲は次の通りである。   
 首都圏は東京駅、中京圏は名古屋駅、近畿圏は大阪駅までの鉄道所要時間が 2 時間
以内（中京圏は 1 時間 30 分以内）を満たす市区町村。   
かつ  
 首都圏は東京都 23 区、中京圏は名古屋市、近畿圏は大阪市への通勤・通学者数比
率が 3％以上かつ 500 人以上を満たす市区町村。   
   
人口等は、各県統計局の 2005 年、2010 年のデータを用いた。   
   
（１）首都圏   
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平均値 最小値 最大値 標準偏差
Y 1人当たり自動車保有台数 1.030557 0.112631 17.15393 0.777639
x1 1人当たり可住地面積 0.02189 0.00005 0.70475 0.087968
x2 可住地面積に対する道路密度 1.73255 0.00071 15.40373 1.277012
x3 可住地面積に対する鉄道密度 10.13308 0.00000 231.9588 19.12568
x4 1人当たり所得 2806923 1968153 9017471 499371.6
表 4─2　相関係数
Y X1 X2 X3 X4
Y 1人当たり自動車保有台数 1
x1 1人当たり可住地面積 －0.08896 1
x2 可住地面積に対する道路密度 0.089048 －0.28268 1
x3 可住地面積に対する鉄道密度 －0.08893 －0.12329 0.157928 1











































































ここで i, jは市町村を示し、δi, j は i, jが隣接する場合 1、そうでない場合は 0をとる。し














Y j＝α＋β  1 X 1＋β  2 X 2＋β  3 X 3＋β  4 X 4＋β  5Σ
i j









Y j＝1.039748＋208.0295X 1＋0.1441X 2－0.00287X 3－1.5×10－7X 4－2.1×10－8Σ
i j
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  1） 仙台市環境審議会資料を参考にした。
  2） 平成 3～25年度東京都統計年鑑を参考にした。
  3） 総務省『統計でみる市区町村のすがた 2015』
  4） ただし今回の分析でも所得に関しては依然として予想に反する符号となっており、しかも統計的に
5％水準で有意である。
  5） 実際に人口密度が自動車保有台数と独立した変数であるかについては、ここでは十分に検証できて
いない。
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